
耕

地

分

散

と

そ

の
主力主
ク乙

イヒ

の

浮

典

良

田

て
は

じ
・
め

わ
が
国
の
耕
地
は
、

一
筆
の
面
積
が
き
わ
め
て
小
さ
い
。
昭
和
二
四
年
の
調
(
勺
に
よ
れ
ば
、
土
地
台
帳
の
一
筆
平
均
面
積
は
、
内
地
で

は
回
五
・
七
畝
、
畑
五
・
四
畝
に
す
ぎ
な
い
(
た
だ
し
北
海
道
で
は
回
八
七
・
二
畝
、
畑
一
一
七
・

O
畝
と
、
桁
違
い
に
大
き
い
)
。

そ
の
上
、

つ
の
農
家
の
経
営
す
る
耕
地
は
、
村
内
の
一
個
所
に
集
中
せ
ず
に
、
幾
個
所
に
も
分
か
れ
て
他
人
の
経
営
耕
地
と
交
錯
し
つ
つ
、
著
し
く

分
散
し
て
い
る
。
昭
和
二
八
年
の
農
林
省
調
d
ピ
よ
れ
ば
、
全
国
(
た
だ
し
北
海
道
を
除
く
)
平
均
、

一
戸
当
た
り
の
団
地
数
は
五
・
八
六

耕地の分散とその変化

一
団
地
当
た
り
筆
数
は
二
・
五

O
筆
で
あ
る
(
団
地
と
は
、
地
続
き
の
経
営
耕
地
の
一
団
で
あ

団
地
、

一
団
地
当
た
り
面
積
は
一
四
・
三
敵
、

っ
て
、
他
人
の
経
営
耕
地
や
鉄
道
・
道
路
な
ど
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
連
続
し
て
一
園
場
と
な
り
、
一
作
業
単
位
と
な
る
耕
地
を
い
う
。
た

だ
し
、
小
さ
な
農
道
・
水
路
や
自
己
所
有
の
狭
い
原
野
が
間
に
あ
る
場
合
は
、
分
離
さ
れ
て
い
る
と
は
見
倣
さ
れ
な
い
)
。

つ
ま
り
、
内
地
の
農
家
は
、

筆
数
に
し
て
二
・
五
筆
、
面
積
に
し
て
一
四
・
三
畝
の
耕
地
群
を

(
そ
れ
は
回
の
み
で
成
る
場
合
も
、
畑
の
み
で
成
る
場
合
も
あ
り
、
田
・
畑
と

も
を
含
む
場
合
も
あ
る
)
、
五
・
八
六
個
所
に
分
散
さ
せ
て
経
常
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
六

O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
際
の

調
査
が
は
、
内
地
で
は
一
戸
当
た
り
五
・
二
ニ
団
地
(
一
団
地
一
四
・
八
畝
)
、
北
海
道
で
は
二
二
一
一
九
団
地
二
団
地
一
凶
八
・
二
畝
)
と
な
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り
、
昭
和
二
八
年
に
く
ら
べ
る
と
わ
ず
か
な
が
ら
分
散
の
度
合
が
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
農
地
交
換
分
合
の
成
果
が
幾
分
な
り
と
も
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反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
倣
し
得
る
で
あ
ろ
う
。し
か
し
な
が
ら
、
経
営
規
模
の
階
層
に
よ
っ
て
異
る
し
、
地
方
に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
る
。

ま
た
、
集
村
と
散
村
を
く
ら
べ
る
と
、
集
村
の
方
が
耕
地
分
散
が
著
し
く
、
散
村
で
は
耕
地
を
屋
敷
の
ま
わ
り
に
集
団
化
し
や
す
い
。
ま

こ
の
よ
う
な
経
営
耕
地
の
分
散
状
況
は
、

た
分
散
が
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
北
、
海
道
の
団
地
数
が
内
地
の
半
分
以
下
、

一
団
地
面
積
が
一

O
倍
と
い
う
事
実

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
歴
史
の
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
全
般
に
耕
地
分
散
が
著
し
く
、
近
年
そ
の
集
団
化
が
お
し
進
め
ら
れ
て
い

(
6〉

る。
と
こ
ろ
で
耕
地
分
散
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
一
は
、
分
散
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
二
は
、
分
散
が
農
業
経
営
的
、
農
村
社
会
的
に
い
か
な
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
三
は
、
分
散
を
是
正
す
る
た
め
の
交
換
分
合
の
条
件
や
そ
の
成
果
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

現
実
に
は
、
こ
の
三
つ
の
問
題
点
は
互
に
交
錯
し
て
提
起
さ
れ
る
と
と
が
多
い
が
、
第
二
・
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
交
換

分
合
に
関
連
し
て
多
く
の
調
査
報
告
が
出
て
い
る
し
、
地
理
学
の
側
か
ら
も
こ
の
問
題
の
実
証
的
研
究
が
行
な
わ
れ
て
お
灯
、
最
近
で
は
、

交
換
分
合
は
耕
地
整
理
・
土
地
改
良
と
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、

も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
り

そ
れ
ら
を
総
合
し
た
「
耕
地
整
備
」
の
問
題
と
し
て

第
一
の
、
分
散
の
要
因
に
関
し
て
は
、
永
友
繁
匙
は
経
済
的
要
因
、
社
会
的
要
因
、
農
業
経
営
的
要
巨
大
別
し
、
ま
た
岡
本
兼
お

は
耕
地
制
度
、
土
地
所
有
関
係
、
村
落
形
態
の
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
う
ち
、
主
要
と
思
わ
れ

る
点
を
列
記
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。



て
耕
地
条
件
の
差
:
:
:
地
味
、
水
利
、
災
害
な
ど
、
耕
地
の
条
件
に
地
域
的
な
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
農
家
は
耕
地
を
分
散
的
に
経

営
し
た
方
が
、
作
柄
の
豊
凶
が
平
均
化
さ
れ
、
農
繁
期
の
労
働
配
分
に
も
好
都
合
で
あ
る
。

二
、
集
村
形
態
:
:
:
た
と
え
耕
地
条
件
に
大
き
な
差
が
な
く
と
も
、
集
村
と
い
う
村
落
形
態
そ
の
も
の
が
耕
地
分
散
を
あ
る
程
度
余
儀

な
く
す
る
。
屋
敷
か
ら
耕
地
ま
で
の
遠
近
を
平
均
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
村
落
か
ら
近
い
耕
地
と
遠
い
耕
地
と
を
共
に
経
営
せ
ね
ば
な
ら

p
i
h

、。
品々
し三

、
古
い
土
地
制
度
:
:
:
た
と
え
ば
近
世
に
定
期
的
な
土
地
割
替
制
度
の
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
耕
地
の
分

散
が
著
し
い
。

四
、
階
層
分
化
お
よ
び
地
主
制
:
:
:
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
い
、
困
窮
し
た
零
細
農
は
耕
地
を
少
し
づ
っ
売
却
し
、

し
だ
い
に
地
主
・

富
農
層
の
手
に
集
中
し
た
。
富
農
層
は
条
件
の
よ
い
耕
地
を
選
ん
で
作
り
、
小
作
・
零
細
農
は
、

た
と
え
条
件
の
悪
い
耕
地
で
も
分
散
的

に
借
受
け
て
耕
作
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
高
率
小
作
料
取
得
を
目
ざ
す
地
主
は
、
貸
付
地
を
多
数
の
小
作
人
に
分
散
的
に
貸
付
け
、
ま

耕地の分散とその変化

た
地
主
は
、

小
作
人
の
経
営
耕
地
の
集

土
地
改
良
・
耕
地
整
理
に
は
熱
意
を
示
し
て
も
(
小
作
料
の
安
定
・
増
徴
を
期
待
し
得
た
が
故
に
)
、

固
化
に
は
何
ら
意
を
用
い
な
か
っ
た
。

五
、
相
続
・
分
家
:
:
:
農
家
の
二
・
三
男
が
分
家
す
る
場
合
、
耕
地
を
公
平
に
配
分
す
る
目
的
で
、
種
々
の
耕
地
条
件
を
勘
案
し
て
分

配
し
た
た
め
、
分
散
化
し
た
。

六
、
労
働
手
段
の
劣
悪
1
:
:
経
営
規
模
が
小
さ
く
、

し
か
も
主
と
し
て
入
力
K
依
存
し
、
畜
力
・
機
械
力
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
た
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め
、
あ
え
て
集
固
化
す
る
必
要
が
少
な
か
っ
た
。

ほ
ぼ
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
分
散
要
因
と
し
て
問
題
と
な
る
時
期
に
時
代
的
な
差
が
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
、

ま
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の
如
き
は
分
散
の
要
因
と
い
う
よ
り
も
、
集
団
化
せ
ず
に
済
ん
で
い
た
条
件
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

害
条
件
の
差
に
も
と
ず
く
分
散
、
す
な
わ
ち
危
険
分
散
や
、
労
働
配
分
の
問
題
に
し
て
も
、
生
産
力
の
発
展
の
き
わ
め
て
低
か
っ
た
時
代

と
、
高
ま
っ
た
段
階
と
で
は
、
意
義
が
変
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
詩
要
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
で
は
な
く
総
合
的
に
、
旦

た
六
、

一
、
の
災

つ
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
て
作
用
す
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
場
合
、
予
め
明
ら
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
、
江
戸
時
代

t
明
治

1
大
正
さ
ら
に
昭
和
と
、
時
代
を
下
る
に
従
っ
て
、
耕
地
の
分
散
状
況
は
、
果
し
て
激
化
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
あ
る
い
は
逆
に
軽
減
し
て
き
た
の
で
あ
る
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
仮
に
明
治
前
期
を
起
点
と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
分
散
状

況
を
辿
る
場
合
、
も
し
激
化
し
て
き
た
と
す
る
な
ら
ば
分
散
の
要
因
は
、
明
治
以
後
に
生
起
し
た
現
象
に
主
と
し
て
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で

あ
ろ
う
し
、
逆
に
軽
減
し
て
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
の
分
散
状
況
が
根
底
に
強
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ

う
本
稿
の
目
的
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
、
耕
地
の
分
散
度
の
変
化
を
、
不
完
全
な
が
ら
も
推
測
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
間
題
に
解
明
の
手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
三
重
県
松
阪
市
古
井
と
、
滋
賀
県
草
津
市
吉
田
の
二
村
轄
を
、

事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
た
。

ニ
、
松
阪
市
古
井
の
例

第
一
の
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
松
阪
市
古
井
は
、
…
松
阪
市
街
の
東
方
約
一
塁
に
あ
る
戸
数
約
三

O
戸
の
農
村
で
、
櫛
田
川
本
流
の
西

約
六
町
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
塩
田
で
知
ら
れ
た
西
黒
部
の
内
陸
側
に
位
置
す
る
。
も
と
は
旧
朝
見
村
の
一
大
字
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
三
年

松
阪
市
に
合
併
さ
れ
た
。
筆
者
が
こ
と
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
三

O
年
一
月
、
藤
岡
謙
二
郎
教
授
を
中
心
と
す
る
櫛
田
川
流
域
の
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共
同
調
査
の
際
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
際
古
文
書
の
所
在
を
知
っ
た
の
で
、

そ
の
後
三

O
年
三
月
と
ご
二
月
七
月
の
二
回
に
亘
っ
て
、
と
こ

で
土
地
所
有
の
変
化
に
関
す
る
調
査
を
行
な
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
享
保
二
二
年
の
検
地
帳
や
、
明
治
八
年
の
「
地
所
一
筆
限
地
価
改
帳
」
、
お
よ
び
そ
れ
に
先
立
つ
明
治
六
年
の
「
現
地
反

別
一
筆
限
取
調
帳
」
な
ど
が
残
っ
て
い
い
認
。
こ
の
六
年
の
取
調
帳
に
は
、
享
保
十
三
年
検
一
地
帳
の
ど
の
土
地
が
明
治
の
地
番
の
何
番
に
当

た
る
か
を
、
対
照
し
て
書
い
て
あ
り
、

そ
し
て
明
治
六
年
の
地
番
は
今
で
も
変
っ
て
い
な
い
の
で
、
享
保
検
地
帳
の
一
筆
一
筆
が
現
在
の

ど
と
に
当
た
る
か
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
八
年
の
地
価
改
帳
に
は
、
通
常
の
記
載
事
項
の
ほ
か
に
、
回
に
つ
い
て
は
一
毛
作

た
か
、
回
、
二
毛
作
田
の
別
、
後
者
は
さ
ら
に
麦
を
植
え
た
か
菜
種
を
植
え
た
か
、
ま
た
畑
に
つ
い
て
は
、
主
に
綿
を
播
い
た
か
、
大
豆
を
播
い

と
い
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
記
載
が
あ
り
、
興
味
深
一
川
町

耕地の分散とその変化165 
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と
の
地
価
改
帳
と
、
そ
の
後
の
地
籍
図
に
よ
っ
て
、
明
治
八
年
の
こ
の
村
の
状
況
を
示
す
と
第
1
図
の
如
く
で
あ
る
。
字
域
は
東
西
に

長
く
、
東
の
方
は
条
皇
制
の
地
割
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
西
は
不
規
則
な
地
割
で
あ
り
、
大
化
以
後
開
拓
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
反

別
は
屋
敷
一
町
七
反
七
畝
、

田
四
四
町
三
反
一
一
畝
、
畑
一
町
九
反
三
畝
で
、

固
と
畑
の
比
率
は
九
六
対
四
と
、
圧
倒
的
に
回
が
多
い
。
田

の
う
ち
一
一
町
五
反
七
畝
(
二
六
%
)
が
二
毛
作
田
で
、
他
は
一
毛
作
田
で
あ
る
。
屋
敷
・
畑
・
二
毛
作
田
が
分
布
す
る
の
は
、
北
方
の
西

黒
部
か
ら
続
く
何
列
か
の
微
高
地
上
で
あ
り
、
櫛
田
川
下
流
左
岸
に
形
成
さ
れ
た
古
い
砂
堆
列
の
名
残
り
か
と
思
わ
れ
る
。
地
価
改
帳
に

壬
申
一
戸
籍
の
戸
数
も
や
は
り
二
九
戸
で
あ
る
。
と
れ
ら
二
九
戸
の
土
地
所
有
の
規
模
は

あ
ら
わ
れ
る
耕
地
所
有
者
は
ニ
九
人
で
あ
る
が
、

比
較
的
平
均
化
し
、
こ
と
に
大
規
模
な
も
の
、
小
規
模
な
も
の
は
少
な
く
、

一
町
五
反
前
後
の
も
の
が
主
で
あ
る
。
最
大
は
三
町
七
反

畝
の
田
畑
を
持
つ
家
で
あ
る
が
、
と
れ
は
江
戸
時
代
の
庄
屋
で
あ
り
、

ま
た
松
阪
商
入
と
も
関
係
が
あ
っ
て
、
こ
の
家
の
次
男
が
江
戸
の

大
坂
屋
と
い
う
庖
を
代
々
継
い
で
お
り
、
庄
屋
自
身
も
江
戸
に
出
か
け
て
い
た
と
と
が
多
く
、
あ
ま
り
村
に
は
居
な
か
っ
た
と
い
う
。
が

と
も
か
く
階
層
は
あ
ま
り
分
化
し
て
い
な
か
づ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
明
治
以
降
、
階
層
分
化
が
進
行
し
、
農
地
改
革
前
に
は
、

所
有
反
別
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
て
い
た
。
大
い
に
増
加
し
て
地
主
化
し
て
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
減
っ
た
い
た
も
の
も
あ
り
、
・
中
に
は

全
然
な
く
な
っ
て
純
小
作
農
に
な
っ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
〔
さ
ら
に
、
離
村
し
た
り
家
が
絶
え
た
り
し
て
な
く
な
っ
た
家
が
七
戸
、

一
方
明
治
人

年
以
後
、
分
家
や
転
入
に
よ
っ
て
加
わ
っ
た
の
が
六
戸
あ
る
)
。
そ
れ
が
、
農
地
改
革
の
結
果
、
再
び
平
均
化
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
c

と

の
よ
う
な
土
地
所
有
上
の
動
き
を
、
家
、
毎
に
示
せ
ば
、
第
1
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
着
目
し
て
、

二
、
農
地
改
革
前
後
と
も
二
町
三
反
弱
で
、
農
地
改
革
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
、
農
家
幻
番

一
、
農
地
改
革
前
田
町
八
反
と
い
う
こ
の
地
区
最
大
の
地
主
で
あ
っ
て
、
改
革
後
は
二
町
一
反
に
減
っ
て
い
る
、
農
家
5
番



第 1表

番農号家I明8 年治 1:草農地前改 Ic改昭3革1後.わ
1 373畝 421畝 132畝

2 285 24 155 

3 229 不在 不在

4 225 。 179 
5 205 480 210 

6 201 40 134 

7 188 297 216 

:8 184 6 188 

9 ;179 351 227 

10 ま73 不在 不在

11 173 不在 不在

12 171 103 179 

13 171 74 103 

14 168 47 183 

15 166 158 185 

16 147 102 152 

17 138 61 87 

18 118 30 112 

19 112 不在 不在

20 97 94 158 

21 96 216 210 

22 95 229 229 

23 88 不在 不在

24 80 38 81 

25 80 3 121 

26 71 '0 127 

27 62 4 4 

28 49 不在 不在

29 16 不在 不在

30 
不不在在

74 114 
31 39 204 
32 不在 25 88 
33 
不不不在在在

J.7 188 
'34 2 76 
35 。 77 

各農家の所有耕地面
積の変遷

三
、
農
地
改
革
前
は
純
小
作
農
で
、
今
砕
い
一
町
三
反
ほ
ど
持
っ
て
い
る
、
農
家
mm
番

の
三
戸
を
サ
ン
プ
ル
に
と
り
出
し
た
。
ま
ず
そ
れ
ち
の
明
治
八
年
に
お
け
る
耕
地
分
布
を
示
す
と
、
第
2
図
の
右
側
の
図
の
如
く
で
あ
っ

の
む
接
合
。

隣
を
い
'
分
な

は
作
れ

に
出
ま

一
後
の
含

牟
へ
は

一
致
々
に

王
野
年
一l…西
8

革
・
治

改
田
明

地
宮
'

↑
農
大
が

て
、
か
な
り
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
農
家
の
現
右
の
耕
地
は
、
同
図
の
左
側
の
図
に
均
同
じ
記
号
で
示
じ
た
如
く

で
あ
る
。
と
の
地
区
で
は
太
平
洋
戦
争
前
、
字
域
西
部
の
、
面
積
に
し
て
五
分
の
二
程
度
に
当
た
る
地
域
に
耕
地
整
理
が
施
さ
れ
、
長
方

形
の
整
然
た
る
区
画
が
連
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
八
年
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
現
在
の
方
が
か
な
り
分
散
度
が
軽
減
し
て
い
る
。
次
に
享

保
十
三
年
の
検
地
帳
に
お
け
る
一
町

t
二
町
層
八
戸
の
中
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
と

L
て
任
意
に
選
ん
だ
喜
左
衛
門
、
弥
三
兵
衛
、
喜
兵
衛
の

耕地の分散とその変化

三
人
の
名
請
地
を
、

そ
れ
ぞ
れ
、
明
治
六
年
の
「
現
地
反
別
一
筆
限
取
調
帳
」
を
仲
介
に
し
て
明
治
の
地
番
K
あ
て
は
め
て
示
す
と
、
第

3
図
の
如
く
な
る
が
、
こ
れ
は
明
治
八
年
以
上
に
著
し
く
分
散
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
享
保
|
|
明
治
1
1現
在
と
い
う
一
ニ
つ
の
時
期
の
分
散
状
況
の
変
北
を
、
あ
る
程
度
定
量
的
に
示
し
た
の
が
、
第
2
表
で

あ
る
。
と
の
表
の
う
ち
、
分
散
度
を
示
す
指
標
と
な
る
の
は
一
団
地
面
積
で
あ
る
が
、
各
期
の
三
戸
平
均
を
み
る
と
、
享
保
で
は
七
・
五
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第2表

享

保

臼

年

明

治

8
年

昭
和
幻
年

な
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

散
、
明
治
に
は
一

0
・
五
敵
、
現
在
は
一
六
・
一
畝
と
、
明
瞭
に
大
き

るあて除土分作出のへ字の他合時
判
る
。
こ
と
に
、
農
地
改
革
ま
で
多
く
の
所
有
地
を
持
っ
て
い
た
農
家

訓

5
番
の
場
合
は
、
改
革
後
、
経
営
に
有
利
な
宅
地
周
辺
の
田
と
、
耕
地

監
整
理
の
行
な
わ
れ
た
条
件
の
良
い
田
を
手
許
に
残
し
、
き
わ
め
て
有
利

く
な
っ
て
、
さ
て
お
り
、
分
散
度
が
軽
減
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
一
団
地
面
積
と
い
う
数
値
上
の
変
化
ば
か
り

で
な
し
に
、
耕
地
分
布
の
状
況
を
第
2
・
3
図
で
検
討
す
る
と
、
享
保

一
三
年
に
は
、
各
家
と
も
、
耕
地
が
村
域
の
東
端
か
ら
西
端
ま
で
、
各

部
分
に
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
今
で
は
、
集
落

の
東
に
あ
る
家
の
耕
地
は
主
と
し
て
東
部
に
、
西
に
あ
る
家
の
耕
地
は

主
と
し
て
西
部
に
、

と
い
う
よ
う
に
、
分
布
が
偏
在
し
て
き
た
と
と
が

筆
者
が
今
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
の
は
、
専
ら
所
有
地
で
あ
っ
て
、
経
営
地
で
は
な
い
が
(
問
題
と
な
る
の
は
所
有
地
で
は
な
く
、
経
営
地

原
則
と
し
て
得
ら
れ
な
い
以
上
、

し
か
し
明
治
前
期
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
の
経
営
地
に
関
す
る
村
方
全
体
の
資
料
は
、

ま
た
こ
の
地
区
で
各
時
期
の
サ
ン
プ
ル
に
と
り
あ
げ
た
事
例
が
、
所
有
地
即
経
営
地
(
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
に
し
て
も
)
と
考
え
る

な
の
で
あ
る
が
て

と
と
を
敢
え
て
妨
げ
る
根
拠
が
あ
ま
り
見
当
ら
ぬ
以
上
、
以
上
明
ら
か
に
し
た
所
有
地
の
分
散
状
況
の
変
化
を
以
て
経
営
地
の
分
散
を
類

推
し
て
も
、
大
き
な
誤
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
時
代
を
下
る
に
従
っ
て
、
耕
地
は
わ



ず
か
な
が
ら
も
し
だ
い
に
集
団
化
の
方
向
に
向
か
っ
て
き
た
、
逆
に
、
時
代
を
遡
る
ほ
ど
、
耕
地
の
分
散
は
著
し
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

然
ら
ば
、
…
何
故
に
か
つ
て
は
現
在
以
上
に
耕
地
が
分
散
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
村
に
は
t

そ
『
の
と
と
に
対
し
て
直
接
に
説
明
を
与

え
る
よ
う
な
史
料
は
無
い
が
、

そ
の
基
礎
条
件
と
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
事
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
第
一
一
は
、
耕
地
分
散
が
「
危
険
分
散
」
の
機
能
を
持
っ
た
と
と
で
あ
る
。
本
地
区
は
櫛
田
川
下
流
一
低
地
花
位
置
す
る
た
め
、
か
司
J

4

て
は
屡
々
そ
の
氾
濫
に
苦
し
ん
だ
。
こ
の
村
に
残
る
文
化
十
一
年
起
の
「
諸
色
願
諸
事
留
帳
」
に
は
、
古
井
村
が
櫛
田
川
の
堤
防
決
潰
の

た
め
屡
々
洪
水
の
害
を
被
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
、
文
化
十
二
年
に
は
、

奉
願
候
御
事

一
松
坂
御
領
古
井
村
之
儀
元
来
地
低
之
場
所
-
一
而
御
座
候
処
当
六
月
二
十
七
日
之
大
雨
洪
水
三
m櫛
田
川
筋
所
々
堤
初
別
而
久
保
村
切
所
水
勢
強
く

右
堤
切
之
悪
水
諸
方
よ
り
溢
込
:
:
:
数
日
水
漬
エ
相
成
田
方
立
毛
甚
痛
:
:
:

耕地の分散とその変化

と
述
べ
て
、
年
貢
減
免
を
願
い
出
て
い
る
が
、
と
の
よ
う
な
水
損
に
関
す
る
願
や
記
録
は
、
慶
応
四
年
ま
で
の
御
用
留
帳
の
類
に
は
ほ
と

ん
ど
連
年
の
如
く
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
洪
水
の
被
害
は
、
村
の
ど
こ
で
も
常
に
一
様
に
蒙
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
万
延
元

年
の
「
松
坂
領
東
岸
江
組
古
井
村
本
田
畑
之
内
鍬
先
年
賦
極
帳
」
と
い
う
記
録
に
よ
る
と
、
同
年
五
月
櫛
田
川
筋
の
堤
切
れ
に
よ
り
、
回

畑
の
地
味
が
押
し
琉
さ
れ
、
百
姓
北
ハ
ほ
地
普
請
に
難
渋
し
J

た
の
で
鍬
先
御
用
捨
を
願
い
出
た
と
と
ろ
、
十
一
月
K
御
見
分
が
あ
っ
て
、
そ

の
結
果
、
計
三
町
五
反
六
畝
廿
一
歩
の
田
畑
に
つ
い
て
鍬
先
年
賦
す
な
わ
ち
免
税
が
認
め
ら
れ
(
う
ち
一
町
三
反
七
畝
六
歩
は
一
ヶ
年
、
一
町

I才正

六
反
ニ
十
七
歩
は
二
ヶ
年
、
一
息
反
ヲ
一
畝
二
十
四
歩
は
三
ヶ
年
、
四
畝
二
十
四
歩
は
四
ヶ
年
)
そ
の
該
当
団
畑
が
ト
書
き
上
げ
て
あ
る
。

ζ

の
よ
う
に
災

害
の
受
け
方
が
場
所
的
に
不
均
等
で
あ
る
こ
と
は
、
災
害
が
連
年
ほ
と
ん
ど
不
可
避
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
危
険
分
散
の
た
め
の
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第3表明治8年における各農家の耕地の内訳

農家 回 畑

番号 -U|マ姦Fト毛作 毒事 |大
言十

74畝.2 47畝.8 233畝.1 
筆
12畝.5 

筆
5畝.7 373畝.3 1 2 2 

2 43.6 61. 8 151.4 4 20.6 1 7.2 284.6 

3 23.7 31. 0 176.8 2 7.7 229.2 

4 42.0 49.9 120.8 3 7.8 2 4.7 225.2 

5 21.5 22.2 157.4 2 3.0 1 1.0 205.1 

6 21.1 12.4 160.4 2 5.4 1 1.2 200.5 

7 27.2 39.8 112.8 1 2.2 2 5.5 187.5 

8 31. 7 27.1 114.1 3 9.7 2 2.1 183.7 
1 

9 13.5 29.3 126.9 2 7.1 178.8 

10 25・8 133.9 2 8.3 1 4.8 172.8 

11 26.1 10.4 131.0 1 3.2 1 2.1 172.8 

12 14.4 15.3 135.1 1 1.8 l 4.8 171.4 

13 21.1 39.9 100.0 2 6.7 1 3.2 170.9 

14 24.3 42.2 95.7 1 5.7 167.6 

15 36.9 121.5 2 5.6 2 3.4 166.4 

16 39.4 24.0 78.4 1 1.7 1 3.5 147.0 

17 6.1 26.1 111.9 1 4.1 137.2 

18 44.4 69.3 2 4.3 一 117.8 

19 17.9 90.8 1 2.5 1 1.2 112.4 

20 15.6 76.6 1 3.8 1 0.9 96.9 

21 10.3 20.4 63.7 1 1.9 96.3 

22 4.0 8.6 79.3 1 2.7 94.6 

23 14.5 72.4 1 1.3 88.2 

24 2.9 75.1 1 2.0 80.0 

25 7.7 71.9 79.6 

26 11.2 8.2 49.3 1 2.5 一 71.2 

27 5.9 56.4 一 62.3 

28 9.5 34.0 1 4.6 1 1.1 49.3 

29 15.6 一 15.6 

他 4.7 147.6 一 152.3 

|倒 3I 613.4 I担72.8 1391 13日 1221 53.7 1必23.7
他は西野々村より入作など。
畑欄の綿は地視を綿によって，同じく大豆は大互によって評価してある畑のこ
とである。前者の方が，より砂質の畑であったと思われるbもとより，ほかの
作物も栽培されたであろう。-



耕
地
の
分
散
を
余
儀
な
い
も
の
に
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
第
一
と
も
関
連
す
る
が
、
耕
地
の
性
状
が
場
所
的
に
異
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
八
年
の
「
地
所
一
筆
限
地
価
改
帳
」

に
は
二
毛
作
田
・
一
毛
作
田
の
別
が
あ
り
、
畑
に
も
二
種
類
が
あ
っ
た
。
各
農
家
所
有
地
の
内
訳
け
を
み
る
と
第
3
表
の
如
く
で
あ
っ

て
、
見
ら
れ
る
通
り
、
完
全
で
は
な
い
に
し
て
も
あ
る
程
度
バ
ラ
ン
ス
を
以
て
各
種
の
田
畑
を
所
持
し
て
い
る
。
と
の
こ
と
は
耕
地
が
分

散
し
て
い
な
け
れ
ば
成
立
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
二
つ
の
条
件
の
ほ
か
に
も
種
々
の
条
件
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
基
礎
条
件
で
あ
り
、
耕
地
分
散

を
現
実
化
す
る
た
め
に
は
さ
ら
に
何
ら
か
の
村
落
規
制
の
如
き
も
の
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
(
そ
れ
な
し
に
は
、
第
3

そ
の
点
を
い
ま
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

図
で
見
た
よ
う
な
極
端
な
分
散
は
成
立
し
難
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
)
、

一
ニ
、
草
津
市
吉
田
の
例

耕地の分散とその変化

第
二
の
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
吉
田
は
、
滋
賀
県
草
津
市
の
市
街
地
の
北
西
約
一
塁
、
琵
琶
湖
々
岸
ま
で
約
六
町
ば
か
り
の
地
点
に
あ

る
集
落
で
、
も
と
は
常
盤
村
に
属
し
、

昭
和
二
九
年
に
草
津
市
に
合
併
さ
れ
た
。
こ
こ
に
江
戸
時
代
の
お
も
し
ろ
い
地
図
が
あ
る
(
後
述
)

と
い
う
の
で
、
大
阪
学
芸
大
学
の
宮
川
満
氏
の
お
伴
を
し
て
、
昭
和
三
一
年
三
月
、
こ
の
村
の
旧
庄
屋
を
訪
ね
た
の
が
、
筆
者
が
こ
と
を

訪
ね
た
最
初
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
現
在
の
耕
地
分
散
お
よ
び
交
換
分
合
の
と
と
を
調
査
す
る
た
め
に
、
昭
和
三
三
年
の
夏
に
何
回
か

こ
こ
を
訪
れ
た
。
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こ
こ
は
典
型
的
な
条
皇
制
地
割
の
村
落
で
あ
っ
て
、
字
域
は
、
第
4
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

ほ
ほ
条
呈
の
「
里
」
の
一
つ
半
の
範
囲
に

お
さ
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
一
ノ
坪
」
か
ら
「
品
川
六
ノ
坪
」
ま
で
と
、

「
下
一
ノ
坪
」
か
ら
「
下
十
八
ノ
坪
」
ま
で
の
、
数
字
の
坪
名
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が
、
現
在
も
な
お
小
字
名
と
し
て
残
っ
て
い
る

(
た
だ
し
「
二
十
六
ノ
坪
」
だ
け
は
、
現
在
の
土
地
台
帳
で
は
「
伊
吹
ノ
星
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
江
戸
時
代
の
検
地
帳
に
は
「
二
十
六
ノ
坪
」
と
し
て
出
て
き
て
い
る
)
。

耕
地
は
大
部
分
が
田
で
あ
っ
て
、
畑
は
ご
く
僅
か
し
か
な
い
。

屋
敷
と
畑
は
、
十
九
、
廿
、
廿
一
、
廿
五
、
廿
七
、
知
二
、
知
一
二
、
下
一
の
八
つ
の
坪
に
集
ま
っ
て
い
て
、

そ
の
ほ
か
の
坪
は
ほ
と
ん
ど

国
で
占
め
ら
れ
る
。
こ
の
大
字
の
地
籍
と
、
大
字
の
農
家
の
経
営
地
と
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
南
東
端
の
六
ノ
坪
、
十
二
ノ

坪
の
す
べ
て
と
五
ノ
坪
、
十
一
ノ
坪
の
大
部
分
は
、
南
に
隣
る
大
字
下
笠
(
旧
笠
縫
村
)

の
農
家
が
耕
作
し
て
い
る
し
、

ま
た
西
の
方
の

下
一
ノ
坪
か
ら
下
十
八
ノ
坪
ま
で
は
、
西
に
隣
る
大
字
志
那
の
農
家
が
相
当
多
く
入
作
し
て
い
て
、
吉
田
の
農
家
の
経
営
地
と
交
錯
し
て

一
方
、
吉
田
の
農
家
も
、
字
域
の
外
へ
(
北
お
よ
び
東
の
方
へ
)
若
干
出
作
り
し
て
い
る
が
、
出
作
地
は
合
わ
せ
て
一
町
一
反
余
り

、'コ
G

I
V
』

du‘

で
、
入
作
地
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
。

昭
和
三

O
年
現
在
、
吉
田
の
総
戸
数
は
五
一
戸
、
う
ち
非
農
家
が
九
戸
で
、
農
家
は
四
二
戸
で
あ
る
。
そ
の
四
二
戸
の
農
家
の
経
営
耕

地
は
、

回
三
五
町
一
反
九
畝
、
畑
二
町
一
反
九
畝
(
昭
和
三
O
年
臨
時
農
業
基
本
調
査
)

で
あ
り
、

田
が
九
四
屈
を
占
め
、
畑
は
六
%
に
過

夕
、
.
「
九
、

o

a
C
4ん
、

v

二
戸
当
た
り
の
平
均
経
営
規
模
は
八
反
九
畝
で
あ
る
が
、
第
4
表
の
如
く
七
反

t
一
町
二
反
の
中
農
層
が
七
割
を
'
占
め
て
お

1 

1 

1 

2 

5 

9 

3 

5 

7(2) 。
0 

2(1) 

5(4) 

1(1) 

町
一
家
り
、
五
反
未
満
層
は
兼
業
農
家
で
あ
る
。
経
営
規
模
が
比
較
的
平
均

必
一
議
化
き
れ
た
専
業
農
村
と
い
い
得
る
。

ー

l
一葉内

計

と
と
ろ
で
、
経
営
耕
地
の
分
散
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
と
の

地
区
の
場
合
、
畑
は
各
戸
と
も
五
畝
前
後
ず
つ
を
経
営
し
、

一
反
を

主事4表経営規模別
農家数(昭30)
反反
15':-16 

14--15 

13-14 

12-13 

11--12 

10-11 

9-10 
8--9 

7-8 

6_ 7 

5--6 

4-5 

3-4 

2-3 

越
え
る
農
家
は
全
く
な
く
、
ま
た
そ
の
分
布
も
限
ら
れ
‘
て
戸
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
畑
を
除
外
し
て
、

回
の
み
に
つ
い
て
そ
の
分
散
状
況
を
と
ら
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
と
の
地
区
で
は
、
昭
和
二
八



年
度
か
ら
二
九
年
度
に
か
け
て
回
の
交
換
分
合
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
交
換
分
合
は
関
係
農
家
数
一
四
戸
で
、
他
の
二
八
戸
は
関
係
せ

ず
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
交
換
分
合
で
あ
っ
て
、
と
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
分
合
前
の
状
況
を

み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
各
戸
の
経
営
す
る
田
を
、

耕
作
台
帳
に
よ
っ
て
地
籍
図
上
に
お
さ
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
地
数
(
他
の
大
字
へ
の
出
作
を
も
考
慮
に

入
れ
て
)
を
数
え
る
と
、
全
体
で
二
三
四
団
地
、

従
っ
て
一
戸
当
た
り
平
均
団
地
数
は
五
・
五
七
と
な
り
、
ま
た
一
団
地
当
た
り
の
平
均

面
積
は
一
五
・

O
畝
と
な
る
。
す
な
わ
ち
平
均
し
て
一
反
五
畝
の
広
さ
の
団
地
を
、
五
・
五
七
個
所
に
分
散
さ
せ
て
経
営
し
て
い
る
わ
ザ

で
あ
る
。

そ
の
具
体
例
を
い
く
つ
か
図
示
し
て
み
よ
う
。
と
の
地
区
の
二
戸
当
た
り
水
田
面
積
は
平
均
八
反
四
畝
弱
で
あ
る
か
ら
、

ほ
ぼ
そ
れ
に

近
い
農
家
の
中
か
ら
G
-
H
氏、

M
・
F
氏、

Y
・
U
氏、

K
・
S
氏
の
四
農
家
を
例
に
と
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
田
の
分
布
を
第

4
図
に
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、

G
-
H
氏
と
M
-
F
氏
は
著
し
く
分
散
し
て
い
る
例
で
あ
り
、
こ
と
に
M
-
F
氏
の
場
合
は
一
筆
ず
つ
各

耕地の分散とその変化

所
に
ち
ら
ば
り
、
さ
ら
に
図
示
の
ほ
か
に
他
の
字
に
も
一
団
地
を
経
営
し
、
あ
わ
せ
て
七
団
地
に
分
散
し
て
い
る
。

一方、

Y
・
U
氏、

K
-
S
氏
は
比
較
的
集
固
化
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

Y
・
U
氏
の
場
合
は
二
筆
か
三
筆
ず
つ
を
ま
と
め
て
、
計
四
団
地
を
経
営
し
て
お

り、

K
・
S
氏
は
、
六
団
地
で
あ
る
が
、
一
ニ
ノ
坪
の
三
筆
、
廿
九
ノ
坪
と
品
川
ノ
坪
の
各
一
筆
、
品
川
三
ノ
坪
の
一
筆
と
下
三
ノ
坪
の
二
筆
は

そ
れ
ぞ
れ
実
質
的
に
は
一
か
た
ま
り
の
も
の
と
見
倣
し
得
る
の
で
、
も
し
そ
う
見
倣
せ
ば
三
団
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
四
農

家
は
交
換
分
合
に
無
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
分
合
前
後
と
も
こ
の
通
り
で
あ
る
。
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以
上
の
四
例
は
、

と
も
に
八
反
余
の
平
均
的
規
模
の
農
家
ば
か
り
で
あ
る
が
、
経
営
規
模
の
大
小
に
よ
っ
て
、
分
散
の
度
合
は
ど
の
よ

う
に
異
る
か
を
み
る
た
め
に
、
第
5
図
を
作
成
し
た
。
若
干
の
例
外
を
除
き
、
経
営
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
一
団
地
の
面
積
は
大
き
く



<0 
E、
..-< 

土
一
・
悶
悶
口
一
凶

へい

同E.S氏が交換骨
凶吉によって取得

国E.S氏が知的
合によって失う

M.F氏とK.H氏
は他の大字にも
1団地を経営

経営地(田)!の分布

団ii著し〈骨散し
圏;jτぃる帯。

図ii比較的集団化
都J~ている例

園官専引州i
量l旧4小、作農の例

町最も集団化L
長ている例

J) 

第4図 草津市吉田の概要および6戸の農家の経営耕地(田)の分布(昭和33年)
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模

{

回

〕

営

な
る
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
分
散
の
度
合
が
減
少

し
て
、
耕
作
の
条
件
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し

こ
の
傾
向
は
さ
ほ
ど
顕
著
と
も
い
え
ず
、
あ
る
程
度
以
上
経
営

s 

和
耕
地
面
積
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
は
団
地
数
も
多
く
な
ら
ざ
る

合断
を
得
ず
、
従
っ
て
一
団
地
面
積
も
さ
ほ
ど
高
ま
っ
て
は
い
な
い

制
伎
の
で
あ
る
。

積
一
肌
さ
ら
に
、
農
地
改
革
以
前
の
旧
地
主
・
旧
自
作
・
旧
小
作
で

2

の
面
駅
ど
の
よ
う
に
遭
う
か
。
い
ま
仮
り
に
農
地
改
革
の
と
き
に
取
得

リ
面
し
た
田
が
、
現
在
の
全
経
営
団
の
半
分
以
上
に
及
ぶ
も
の
を
旧

h
ソ

た
れ
小
作
層
と
考
与
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
旧
小
作
層
は
一
一
戸
で
あ

当

山

品

ー
聞
り
‘
そ
れ
ら
の
経
営
規
模
お
よ
び
一
団
地
面
積
を
第
5
図
で
区

4
4

噌
『
品

1

2

と
別
し
て
示
し
た
。
若
干
の
例
外
を
除
き
、
.
一
団
地
当
た
り
の
面

E

模
ー
開
票
せ
ま
く
(
す
な
わ
ち
経
営
規
模
の
割
に
団
地
数
が
多
く
)
、
分
散

経
度
が
よ
り
著
し
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
単
に
団
地
数
が

咽
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
耕
地
の
場
所
が
、
屋
敷
か
ら
遠
く
離
れ

第

て
い
て
経
営
上
不
到
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
代
表
的
な

反・nuw

反

。

も
の
は
、

さ
き
の
第
4
図
に
、
「
分
散
の
著
し
い
旧
小
作
農
の
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例
」
と
し
て
示
し
た
K
・
H
氏
の
場
合
で
あ
る
。

K
-
H
氏
の
経
営
田
は
、
過
半
が
農
地
改
革
で
売
り
渡
し
を
受
け
た
旧
小
作
地
で
あ

り

一
筆
は
現
在
も
な
お
小
作
地
で
あ
る
が
、

そ
の
分
布
は
三
ノ
坪
、
十
五
ノ
坪
、
十
七
ノ
坪
、
廿
二
ノ
坪
、
下
十
八
ノ
坪
(
一
一
ケ
所
)
と

い
う
よ
う
に
散
在
し
、

さ
ら
に
字
外
の
大
字
下
笠
に
も
一
筆
経
営
し
て
お
り
、
総
面
積
九
反
一
畝
が
七
団
地
に
分
か
れ
、

し
か
も
屋
敷
か

ら
遠
い
団
地
が
多
い
の
で
あ
る
。

一
方
さ
ら
に
、

一
般
的
傾
向
に
反
し
て
、
著
し
く
集
団
化
の
進
ん
で
い
る
例
と
し
て
、

E
-
S
の
氏
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

E
-
s

氏
の
経
営
田
は
大
部
分
七
ノ
坪
に
集
中
し
て
お
り
、

さ
ら
に
交
換
分
合
の
結
果
、
見
ノ
坪
の
一
筆
を
手
離
し
て
七
ノ
坪
に
も
う
一
筆
を
加

ぇ
、
そ
の
結
果
、

一
一
筆
の
経
営
田
の
う
ち
八
筆
ま
で
が
七
ノ
坪
に
集
ま
っ
て
い
る
(
第
4
図
)

0

E
-
S
氏
は
農
地
改
革
以
前
も
地
主
で

は
な
く
、

か
な
り
小
作
面
積
の
多
い
自
小
作
農
で
あ
っ
た
。
分
合
前
か
ら
七
ノ
坪
に
あ
っ
た
七
筆
の
う
ち
、
三
筆
は
戦
前
か
ら
の
自
作
地

で
あ
っ
た
が
、
三
筆
は
も
と
小
作
地
で
、
農
地
改
革
の
結
果
売
り
渡
し
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
筆
は
今
で
も
小
作
地
で
あ
る
。

E
-
S
氏
の
耕
地
が
集
団
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
意
識
的
に
そ
う
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
「
篤
農
家
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
農
地

改
革
後
の
今
で
も
、
こ
の
地
区
に
は
約
一
割
の
小
作
地
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
集
団
佑
を
目
的
と
し
た
小
作
(
遠
く
に
孤
立
し
た
団
地

を
他
人
に
貸
し
、
そ
の
代
り
に
別
の
自
己
の
回
の
隣
り
を
他
人
か
ら
借
り
る
と
い
う
よ
う
な
)
も
畿
例
か
見
ら
れ
る
。
自
作
地
が
少
な
い
か
ら
小
作

し
て
い
る
と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
(
小
規
模
層
は
小
作
農
で
は
な
く
、
兼
業
農
家
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
貸
付
地
が
あ
る
)
。

な
お
先
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
昭
和
二
八
・
二
九
年
度
に
交
換
分
合
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
全
体
と
し
て
、

二
戸
当
た
り
団
地

数
は
分
合
前
の
五
・
五
七
団
地
か
ら
五
・
一
五
団
地
に
減
り
、

一
団
地
当
た
り
面
積
は
一
五
・

O
畝
か
ら
一
六
・
三
畝
に
増
加
し
て
い
る

が
、
交
換
分
合
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
徹
底
な
も
の
で
あ
っ
た
。
直
接
関
係
し
た
農
家
は
結
局
一
四
戸
に
過
ぎ
ず
、
移
動
率
(
所
有
権
、
賃

借
権
の
移
動
し
た
面
積
の
全
面
積
に
対
す
る
比
率
)
は
九
・
九
%
、

集
団
化
率
(
減
ら
す
こ
と
の
で
き
る
団
地
数
に
対
す
る
実
際
に
減
ら
し
た
団
地
数
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そ
れ
は
、
交
換
分
合
の
効
果
が
十
分
に
期
待
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
分
合
の
結
果
、
畜
力
・
機
械
力
の
利
用
を
増
進
し
た
り
、
労

も
し
あ
れ
ば
、

働
力
を
節
減
|
|
そ
れ
に
よ
り
雇
傭
労
働
が
減
少
し
、
他
の
経
営
部
門
(
た
と
え
ば
果
樹
・
酪
農
な
ど
)
が
拡
大
ー
ー
し
た
り
す
る
可
能
性
が

よ
り
徹
底
し
た
分
合
が
行
な
わ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
本
地
区
に
は
そ
う
い
う
効
果
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
歴
史
的
に
そ
の
変
佑
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
に
は

天
正
一
九
年
、
慶
長
七
年
、
延
宝
七
年
、
天
保
二
年
の
検
地
帳
、
や
多
く
の
古
地
図
が
残
っ
て
い
誠
)
が
、
天
正
・
慶
長
の
検
地
一
帳
は
、
い
ろ

以
上
、
現
在
の
分
散
状
況
を
、
種
々
の
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
が
、

い
ろ
な
点
で
筆
者
の
手
に
負
え
ぬ
面
が
多
い
の
で
、
延
宝
七
年
と
天
保
二
年
の
検
地
帳
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
先
述

の
松
阪
市
古
井
の
よ
う
に
、
検
地
帳
の
一
筆
一
筆
を
現
在
の
地
図
上
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
各
筆
の
隣
接
の
状
況
が
判

耕地の分散とその変化
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第6図延宝7年，天保2年，昭和33年に
おける 3農家の各「坪」における回
の分布(延宝・天保は名請地，昭和

は経営地，数字の単位は畝，畝未満

四捨五入，図は右上端がーノ坪，左

下端が下十八ノ坪)
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ら
な
い
(
同
一
の
小
宇
内
で
は
検
地
帳
の
記
載
は
耕
地
の
排
列
順
序
通
り
で
あ
る
が
、
隣
の
小
字
の
耕
地
と
の
隣
接
関
係
が
不
明
)

の
で
、一

町
二
反
l

「
坪
」
(
す
な
わ
ち
小
字
)
毎
に
、
各
農
民
の
耕
地
が
ど
の
位
あ
っ
た
か
を
示
し
た
の
が
第
6
図
で
あ
る
。
比
較
の
便
宜
上
、

N
・I
氏、

H

・I
氏
の
三
戸
を
選

ん
で
、

さ
ら
に
現
在
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の

R
・
N
氏、

し
だ
い
に
分
散
の

町
五
反
層
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
戸
を
選
び
、

ど
の
坪
に
ど
れ
だ
け
耕
地
が
分
布
す
る
か
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
延
宝
よ
り
も
天
保
、
さ
ら
に
現
在
と
、

度
合
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
定
量
化
し
て
示
す
と
、
第
5
表
の
如
く
で
あ
る
。
田
の
所
有
(
経
営
)
面
積
は
あ
ま
り
変
ら
な
い

耕地分散状況の変化(草津市吉田)

!æ O) TIîi1Jt 1田のあるI~ 間当た田の面積 f坪」数~_133の面積

3 

の
に
、

国
の
存
在
す
る
「
坪
」
の
数
は
減
少
し
、

一
「
坪
」
当
た
り
の
田
の
面
積
は
増
加
し
て
い
る
。
延
宝
と
天
保
と
の
聞
の
変
化
は
僅

か
で
あ
る
が
、

そ
の
後
現
在
ま
で
の
変
化
は
か
な
り
著
い
も
の
が

延
助兵衛 1町51畝12歩 a 15 10畝03歩

宝 七郎兵衛 1. 27. 17 14 9. 03 

7 十三郎 1. 26. 06 15 8. 12 

年
平 均 1. 34. 22 14.7 9. 06 

天
惣左衛門 1. 47. 09 12 12. 09 

保 半兵衛 1. 46. 06 13 11. 09 

2 平右衛門 1. 37. 27 14 9. 26 

年
平 均 1. 43. 24 13.0 11. 07 

昭
R . N 1. 41. 16 7 20. 07 

(1. 40. 25) (8) (17. 18) 
和
T . I 1. 39. 28 6 23. 10 

33 
年
H . I 1. 23. 22 6 20. 19 

平 均 1. 35. 02 . 6.2 21. 10 

延宝7，天保2は名請地，昭和33は経営地，昭和33の
R'Nの欄の( )は，交換分合前の状態を示す。

あ
る
。
延
宝
に
は
、
一

「
坪
」
当
た
り
の
回
は
、
三
戸
平
均
九
畝
六

歩
、
天
保
に
は
一
一
氏
一
畝
二
歩
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
多
く

の
場
合
一
つ
の
坪
に
一
筆
ず
つ
し
か
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
一
一
小
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
松
阪
市
古
井
の
場
合
と
同
じ
く
、
時

代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
耕
地
分
散
度
は
し
だ
い
に
減
少
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

然
ら
ば
江
戸
時
代
に
は
、
何
故
に
こ
の
よ
う
に
極
度
に
著
し
い

分
散
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
う
か
。
こ
こ
の
場
合
も
、

そ
れ
を
置

接
に
説
明
す
る
史
料
は
な
い
。
し
か
し
、
分
散
交
錯
し
て
い
た
の



は
、
単
に
各
農
家
の
耕
地
ば
か
り
で
な
く
、
所
領
関
係
も
交
錯
し
て
い
た
の
で
あ
る
σ

天
保
初
年
に
は
、
こ
の
吉
田
村
は
櫛
料
お
よ
び
酒

井
・
朽
木
・
横
田
・
斉
藤
氏
の
入
組
支
配
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
地
は
村
内
で
互
に
交
錯
し
て
い
た
。
天
保
二
年
の
検
地
帳

に
は
一
筆
毎
に
領
主
名
を
記
し
、
ま
た
同
じ
頃
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
地
図
が
あ
っ
て
、
や
は
り
一
筆
毎
に
領
主
名
を
記
入
し
て
あ
る

一
人
の
農
民
が
ど

が
、
そ
の
図
の
一
部
分
を
示
す
と
第
7
図
の
如
く
で
あ
っ
て
、
隣
り
合
う
各
筆
は
ほ
と
ん
ど
領
主
を
異
に
し
て
い
る
。

れ
か
一
人
の
領
主
に
属
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
6
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
惣
左
衛
門
も
半
兵
衛
も

平
右
衛
門
も
と
も
に
五
領
主
の
土
地
を
少
し
ず
つ
保
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
領
主
の
土
地
に
対
す
る
支
配
と
、
農
民
の
土
地
に
対
す
る

権
利
と
は
、
互
に
交
錯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
西
に
隣
る
志
那
村
(
琵
琶
湖
岸
に
あ
り
漁
村
・
港
町
的
な
機
能
を
も
持
っ
て
い
た
)
と
の

耕地の分散とその変化181 

m機図慣区辺打水銀 pm若券購E2ZI斉藤寵.~御 料

.奮包材可7応部村

天保初年の所領関係

横 日 24畝.14 歩 47畝.01歩 41畝.11歩

朽 木 33. 03 29. 22 17. 22 

酒 井 40. 01 38. 06 29. 28 

斉 藤 30. 21 24. 07 18. 16 

各P 料 19. 00 7. 00 30. 10 

天保2年の3人の農民の名請地の所

領関係

|惣左衛門|半兵衛|平右衛門

第7図

第6表

円，

aヮ“
ヴ
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噌

E
4l147~09 -11必 06

天保2年検地帳による

計

関
係
も
複
雑
で
あ
る
。
中
世

に
は
と
も
に
「
品
庄
」
に
属

し
、
近
世
に
入
っ
て
も
両
村

は
完
全
に
分
離
独
立
し
て
い

な
か
っ
た
と
み
え
て
、
吉
田

村
の
検
地
帳
に
は
す
べ
て

「
近
江
国
栗
太
郡
志
那
之
内

吉
田
村
」
と
あ
る
。
そ
の
た

め
か
、
吉
田
村
域
に
も
多
く

の
志
那
村
の
住
民
の
保
有
地
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が
あ
り
(
第
7
図
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
吉
田
村
の
東
端
の
三
ノ
坪
・
四
ノ
坪
に
ま
で
志
那
の
人
の
回
が
あ
る
)
、

一
方
志
那
村
の
地
籍
に
も
吉
田
村

の
住
民
の
土
地
が
あ
っ
た
と
と
は
、
延
宝
七
年
の
検
地
帳
で
確
か
め
ら
れ
る
(
延
宝
七
年
に
は
志
那
村
の
検
地
帳
も
残
っ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
に

除
「
下
品
村
」
と
あ
る
)
。
一
方
、
今
で
は
下
笠
の
農
民
の
経
営
地
が
多
い
五
・
六
・
十
一
・
十
二
ノ
坪
も
、
当
時
は
す
べ
て
吉
田
か
志
那
の

農
民
が
保
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
所
領
関
係
お
よ
び
村
と
村
の
関
係
に
お
け
る
交
錯
状
態
の
上
に
、
各
農
家
の
土
地
の
分
散
交
錯
が

重
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
複
雑
な
状
況
は
、
自
然
発
生
的
に
成
立
し
た
も
の
と
は
到
底
思
え
ず
、
何
ら
か
の
社
会
的
な

力
が
意
識
的
に
作
用
し
た
も
の
と
芳
え
ね
ば
、
な
ら
な
い
。
そ
の
力
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
し
得
な
い

が
、
そ
れ
を
仮
り
に
封
建
社
会
に
お
け
る
「
耕
地
分
散
規
制
」
と
呼
ん
で
お
と
一
明
前
述
の
松
阪
市
古
井
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
危
険
分

散
お
よ
び
耕
地
性
状
の
違
い
(
本
村
の
場
合
に
は
、
あ
ま
り
明
瞭
に
は
み
と
め
ら
れ
な
い
)

と
い
っ
た
条
件
が
基
本
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
に
加
わ
る
に
、
耕
地
を
分
散
さ
せ
る
と
と
ろ
の
、
何
ら
か
の
封
建
村
落
の
共
同
体
的
規
制
が
、

一
般
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
般
に
近
世
に
お
い
て
耕
地
の
割
替
制
度
が
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
耕
地
の
分
散
が
現
在
も
著

し
い
の
で
あ
る
が
、
割
替
制
を
支
え
た
原
理
と
あ
る
程
度
の
共
通
す
る
も
の
が
、
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
と
れ

に
よ
っ
て
極
端
な
ま
で
に
生
み
出
さ
れ
た
耕
地
分
散
は
、
低
い
生
産
力
水
準
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
災
害
の
危
険
分
散
に
も
直
接
に
役
立

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
は
畿
内
に
見
ら
れ
た
田
方
の
稲
綿
隔
年
綿
作
の
よ
う
な
商
品
生
産
的
土
地
利
用
形
態
と
も
、
脅
接
な
関
係
を

(口〉

持
っ
た
の
で
あ
る
。

回
、
ま

と

め

以
上
、
松
阪
市
古
井
と
草
津
市
吉
田
の
二
集
落
を
例
に
と
っ
て
、
現
在
の
耕
地
分
散
の
状
況
、

お
よ
び
江
戸
時
代
、
明
治
か
ら
現
在
に



至
る
分
散
状
況
の
変
化
を
検
討
し
た
。

現
在
の
分
散
状
況
に
つ
い
て
は
、
経
営
規
模
の
大
小
や
、
農
地
改
革
前
の
地
主
・
小
作
な
ど
に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
が
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
得
た
。

戸
時
代
に
は
、

し
か
し
、
全
般
的
に
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
分
散
度
は
し
だ
い
に
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
江

ま
ず
第
一
に
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
由
来
に

一
層
甚
だ
し
く
分
散
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
現
在
の
分
散
の
理
由
は
、

求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
の
分
散
の
要
因
と
し
て
は
、
災
害
の
危
険
分
散
と
い
う
目
的
お
よ
び
耕
地
性
状
の
差
が
、
当
時
の
生
産
力
水
準
で
は
、
耕
地

分
散
を
余
儀
な
く
し
た
点
が
認
め
ら
れ
る
が
(
と
く
に
古
井
の
場
合
)
、

と
も
い
う
べ
き
村
落
規
制
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

「
農
地
の
集
団
化
に
つ
い
て
」
(
農
林
省
農
地
局
管
理
課
、
昭
和
三
一
年
)
所
収
の
昭
和
ニ
四
年
国
税
庁
年
報
の
数
値
に
よ
る
。

「
昭
和
二
八
年
冬
期
土
地
利
用
統
計
表
」
(
農
林
省
統
計
調
査
部
、
昭
和
三
O
年
)

農
林
省
統
計
調
査
部
の
資
料
に
よ
る
。

耕
地
分
散
の
全
国
的
概
要
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
岡
本
兼
佳
「
村
落
形
態
と
経
営
耕
地
」
立
正
大
学
部
論
叢
八
号
、
昭
和
三
三
年

松
井
武
敏
「
村
落
の
地
理
」
角
現
代
地
理
講
座
』
第
四
巻
、
昭
和
三
一
年
、
所
収
)
。
ま
た
、
散
村
と
そ
の
耕
地
に
つ
い
て
は
、
石
田
竜
次

郎
「
散
村
と
そ
の
耕
地
ー
ー
と
な
み
覚
書
」
一
橋
論
叢
二
二
巻
六
号
、
昭
和
二
四
年
、
お
よ
び
大
阪
市
立
大
学
地
理
学
教
室
「
嘱
波
散
村
の

研
究
l
l鷹
栖
村
」
人
文
研
究
五
巻
九
号
、
昭
和
二
九
年
、
な
ど
。

E
・
H
・
ジ
ヤ
コ
ピ

1
編
、
梶
田
勝
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
土
地
集
団
化
』
昭
和
三
O
年
、
西
川
治
「
フ
ル
l
ル
ベ
ラ
千
ニ
グ

γ
ク
に

よ
る
農
村
景
観
の
更
新
」
辻
村
太
郎
先
生
古
稀
記
念
地
理
学
論
文
集
、
昭
和
三
六
年

吉
田
義
信
「
集
落
主
耕
地
の
交
換
分
合
l
l米
沢
盆
地
中
郡
村
に
お
け
る
」
(
『
現
代
地
理
講
座
』
第
四
巻
、
昭
和
三
一
年
、
所
収
)
な
ど

白
井
義
彦
「
耕
地
整
備
か
ら
み
た
信
濃
川
下
流
の
農
村
」
人
文
地
理
一
四
巻
二
号
、
昭
和
三
七
年
、
白
井
義
彦
「
広
島
県
に
お
け
る
耕
地
整

耕地の分散とその変化
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し
か
し
そ
れ
に
加
え
る
に
、
当
時
の
一
般
的
な
「
耕
地
分
散
規
制
」

6 8 7 
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(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

備
」
地
理
学
評
論
三
五
巻
三
号
、
昭
和
三
七
年

『
分
散
耕
地
集
団
化
に
関
す
る
実
証
的
研
究
』
(
農
林
省
岡
山
農
地
事
務
局
、
昭
和
二
九
年
)

「
前
掲
(
4
と

そ
の
成
果
は
、
藤
岡
謙
二
郎
編
『
河
合
の
歴
史
地
理
』
昭
和
三
三
年
、
所
収
。
な
お
、
こ
の
古
井
付
近
の
全
一
般
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
同

室
田
第
一
部
「
櫛
田
川
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

松
阪
市
古
井
、
松
井
精
一
氏
蔵
。
文
書
利
用
に
当
た
っ
て
ご
厄
介
に
な
っ
た
同
氏
に
、
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
櫛
田
川
下
流
部
に
お
け
る
農
業
」
(
『
前
掲
(
日
)
』
一
一
ニ

0
1
一
四
四
頁
)

こ
の
検
地
帳
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
和
崎
陪
三
「
伊
勢
農
業
史
序
説
」
(
『
日
本
農
業
発
達
史
』
第
二
巻
、
昭
和
二
九
年
)
の
中
で
分
析
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
検
地
帳
の
登
録
人
は
五
六
人
(
う
ち
屋
敷
所
持
四
六
人
)
で
明
治
前
期
の
ニ
九
戸
よ
り
も
は
る
か

に
多
く
、
ま
た
階
層
分
化
も
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
松
井
家
所
蔵
の
文
化
年
間
以
後
の
「
諸
色
願
諸
事
留
帳
」
の
類
を
み
る
と
、
文

化
年
間
末
に
は
家
数
三
三
軒
、
慶
応
に
は
ニ
九
軒
に
な
っ
て
い
る
。

草
津
市
吉
田
、
吉
田
浪
子
夫
人
歳
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
検
地
帳
に
つ
い
て
は
、
宮
川
満
氏
が
検
討
を
加
え
て
い
る
|
|
「
湖
東
平
野
南
部
の

総
合
調
査
」
地
理
学
評
論
二
六
巻
六
号
、
昭
和
二
八
年
、
の
う
ち
、
宮
川
満
「
中
近
世
の
村
落
」
。
こ
れ
ら
の
検
地
帳
は
、
宮
川
氏
が
筆
写

し
て
お
ら
れ
た
カ

i
ド
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
地
図
の
筆
写
に
当
た
っ
て
は
、
友
人
島
田
正
彦
氏
の
助
力
を
得
た
。
厚
く
謝
意

を
表
す
る
。

山
田
舜
氏
は
近
世
に
お
け
る
耕
地
所
有
形
態
を
「
近
世
的
零
細
錯
園
」
と
し
て
特
色
づ
け
、
そ
の
形
成
の
要
因
を
中
世
名
主
の
自
己
分
裂
の

過
程
に
求
め
て
お
り
(
山
田
舜
『
日
本
封
建
制
の
構
造
分
析
』
昭
和
三
一
年
、
六
五
頁
)
、
ま
た
星
埜
惇
氏
は
「
分
散
零
細
耕
地
形
状
」
を

「
耕
地
H
耕
作
強
制
」
を
中
軸
と
す
る
共
同
体
的
規
制
か
ら
説
明
し
て
い
る
(
星
埜
惇
『
日
本
農
業
構
造
の
分
析
』
昭
和
三

O
字
、
八
八
1

九
三
頁
)
。

拙
稿
「
土
地
利
用
の
歴
史
地
理
」
(
奈
良
女
子
大
学
地
理
学
教
室
『
奈
良
盆
地
』
昭
和
三
六
年
、
所
収
)

(ロ)
(
臼
)
(
M
)
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